
概要

普及指導員の活動

具体的な成果

１ 住民主体の総合的な対策の実施
生息環境管理
・除草等適切な管理が行われる遊休農地が増加
・ほ場周辺の緩衝帯（40a）を予定
被害防除
・電気柵の点検・適切な管理の実施、新たに設置されるほ場の増加
捕獲
・集落住民と捕獲実施者間の連携強化
農作物被害の減少と維持
・モデル集落の取組を開始した令和３年度から５年度にかけて
イノシシ被害は発生していない。

２ 集落の変化
集落代表が、鳥獣被害対策においても集落住民をリード
被害を防止できたことで、集落内に高収益作物（甘藷）を導入

○福島市におけるイノシシ被害は高止まりの状況が続いており、特に中山間地域では、環境、労力面で被害防
止が困難な状況となっていた。

○ そこで、農林事務所では、管内のイノシシ被害低減を目指し、関係機関・団体と協力し、中山間地域の福島
市大波地区奈良婦集落において令和３年度から、対策勉強会等を通して住民主体の総合的な対策を実施
できるモデル集落の育成を図ってきた。

○ 取組開始以降、当該対象集落では、対策リーダーを中心に地域住民の対策意識、知識及び技術が向上し、
総合的な対策が着実に進んでいった。その結果、令和３年度以降、３年間イノシシ被害ゼロを維持しており、
高収益作物（甘藷）の導入も実現した。

普及指導員だからできたこと

• 施肥体系や新品種を導入する生産者の不安を普及員が丁寧に技術指導したことが急速な面積拡大を可能
とした。

• 商品開発に必要な人材を普及員がコーディネート力で組織化し、運営したことが新商品の開発につながった。

令和３年度  農林事務所が中心となり、市町村、ＪＡ、大学からなる対策支援体制を構築
 集落環境診断による集落の現状把握支援
 集落住民がイノシシの生態と効果的な対策を学ぶ勉強会を開催

令和４年度  集落住民参加の電気柵設置実習を開催
 集落住民と捕獲実施者との情報交換実施
 遊休農地の省力的な管理方法検討

令和５年度  集落の対策実施体制構築支援
 カバークロップを利用した遊休農地の省力管理実施支援
 緩衝帯整備の検討

各年度  集落の取組についての効果検証支援
 打合せによる集落の対策リーダー育成

福島市大波地区奈良婦集落における鳥獣被害対策
モデル集落育成の取組

活動期間：令和３年度～（継続中）
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図２ 電気柵設置実習
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図１ 電気柵の管理状況
(点線：不備あり、実線：適切）










